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電池用シールプラグ
適宜、
金属 (8 mmの六角レンチが必要) 
プラスチック(10 mmの六角レンチが必要) 

1.	 はじめに

1.1	 アクチュエータ各部の名称

モータ
ベース

端子カバー

手動ハンドル
オイルプラグ

電気部カバー

電線管接続口 現場/遠隔/停止
切替ノブ

開/閉ノブ

オイルプラグ

手動/自動切替レバー
表示窓

銘板

オイルプラグ

ハンドル(側面取り付け)
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1.2	 設定器

ロトルクのBluetooth®設定器Pro(BTST)
は、従来の赤外線通信(IR、IrDA)プロト
コルと最新のBluetooth®無線通信技術
を兼ね備えていますので、IRやIrDA通信
対応の旧式のロトルク製品にも使用す
ることができます。（IR通信器として使
用する場合は、資料PUB002-003及び
PUB002-004をご参照下さい。）
本BTSTは、Bluetooth無線通信対応の
ロトルクアクチュエータや関連ソフト
ウェアとの通信により、設定を行ったり、
ミッションを完了することができます。
ミッションとは、構成ファイルやデータ
ロガーをダウンロードしたり、特定の設
定をアクチュエータにアップロードする
等、設定器を介してアクチュエータ側
で実行される指示プログラムのことで
す。Insight2というソフトウェアを使用し
てBTSTに別のミッションをプログラムす
ることも可能です。

	

ロトルクBluetooth®設定器Pro

仕様
筐体:
IP54。IEC60529に準拠。

設定器は以下の基準を遵守し、設計さ
れています。
ATEXII1G,ExiaIICT4Ga
IECEx–ExiaIICT4Ga
米国–FM本質的安全ClassI,Div1,
グループA,B,C&D,T4
カナダ–CSAExia本質的安全,ClassI,
Div1,グループA,B,C&D,T4

周囲温度:-30°C～+50°C

操作距離:
赤外線0.75mBluetooth10m

筐体材質:
ABS混合ポリカーボネート、ポリカー
ボネート、シリコンゴム

安全に機器選定、取り付け、使用、保守、
修理を行うために
1.BTSTを危険区域（爆発の恐れのある
雰囲気）で使用する場合は、必ず、上記の
防爆仕様、温度等級及び周囲温度（BTST
の背面にも記載）を満たしていなければ
なりません。
2.BTSTを防爆区域に持ち込む前に、以
下について確認して下さい。
a.任意のボタンを押した時に、BTSTの
赤外線送信窓または「Enter」キー下の
LED（赤色または緑色）が点灯すること
を確認して下さい。LEDが点灯しない場
合、BTSTの機能に問題がある可能性が
あり、6節の内容に従って、点検または電
池の交換を行って下さい。
b.BTSTが刺激物（例：ポリマー素材に影
響を与える恐れのある溶剤）に接触する
恐れのある場合は、ユーザー様が責任を
持って適切な措置（例：定期点検項目に
加えたり、本体の素材が化学物質に耐性
があることを確認する等）を講じ、保護性
能が低下しないようにして下さい。
3.アクチュエータを取り付ける前に、ア
クチュエータの設定が、バルブやプロセ
ス並びに制御システムの条件に対応し
ていることを確認して下さい。

4.ユーザー様側でBTSTの調整を行って
頂く必要はありません。
5.3ヶ月ごとにBTSTの点検を行い、当該
実施規則に従ってメンテナンスが実施さ
れていることを確認して下さい。ただし、
この点検作業は、適切な訓練を受けた
ご担当者様が湿気のない非防爆区域で
行って下さい。
6.BTSTの防爆認証や、公認の電池メー
カーの推奨に従い、安全上の必須要件
(以下)を遵守して下さい。
a.点検や電池交換は、必ず、湿気のない
非防爆区域で行って下さい。
b.3ヶ月以上BTSTを使用する予定がな
い場合は、電池を取り外して下さい。
c. BTSTの破損防止のため、放電した電
池は取り外して下さい。
d.3ヶ月ごとにBTSTの電池ホルダーを点
検し、電池に液漏れがないことを確認し
て下さい。液漏れが発生した場合は、絶
対に、当該BTSTを使用しないで下さい。
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e.BTSTには、必ず、以下のアルカリマン
ガン乾電池または亜鉛マンガン乾電池
（いずれもAAAサイズで、純正品）を使
用し、それ以外の電池は使用しないで
下さい。
-Duracell社製:ProcellMN2400
-Energizer社製:E92
f. 電池交換の際は、4本全てを交換して
下さい。使いかけの電池は使用せず、4本
ともメーカーや、タイプ、使用期限が同じ
ものを使用して下さい。
g.電池を取り付ける際は、+極と－極を
間違えないようにして下さい。+極の向
きはBTSTの電池ホルダーに記載されて
います。
7.BTST内の部品のうち、ユーザー様によ
る交換が可能なのは電池だけであり、ま
た、ご自身での本体修理も不可能です。
BTSTが故障したあるいは修理が必要な
場合は、絶対に使用しないで下さい。

1.3	 本取扱説明書の内容

本取扱説明書では、以下についてご案
内しています。
• 手動及び電動（現場及び遠隔）操作
• アクチュエータをバルブに取り付け
る際の事前作業と据付方法

• 基本の試運転調整
• 保守
修理、オーバーホール及び予備部品に
つきましては、資料PUB002-047をご参
照下さい。
詳細設定につきましては、資料
PUB002-040をご参照下さい。
付属のBluetooth®設定器Proを使用す
ることにより、本体のカバーを取り外す
ことなく、防爆区域であっても安全か
つ迅速にトルクレベルや、位置リミット
及びその他制御・表示機能を設定する
ことが可能です。IQに関しては、アクチ
ュエータの主電源のオン・オフに関わら
ず、試運転や調整を実施することがで
きます。
設定器は、黄色のラベルが貼付された
包装箱に梱包されています。
IQ、Insight２及びその他のロトルクアク
チュエータの詳細につきましては当社
ウェブサイト（www.rotork.com）をご
覧下さい。

2.	 安全衛生

本取扱説明書は、有資格ユーザー様に
IQレンジバルブアクチュエータの取り付
け、操作、調整並びに点検方法をご案内
するためのものです。トレーニングや経
験を積んだ有資格ユーザー様以外は、ロ
トルクアクチュエータの取り付け、保守、
修理を行わないで下さい。
如何なる状況でも、ロトルクアクチュエ
ータには、当社が提供あるいは指定した
交換部品以外は使用しないで下さい。
必ず、本取扱説明書及びその他の関連
マニュアルの指示に従い、作業を行って
下さい。
本取扱説明書の指示とは異なる方法で
アクチュエータを使用した場合、アクチ
ュエータの保護性能が低下する恐れが
あります。
本機器のユーザー様及び取り扱いご担
当者様は、職場の安全衛生に関する法
律にて定められた責任を熟知しておい
て下さい。IQシリーズのアクチュエータ
を他の機器と併用する場合は、更なる危
険についても考慮しておいて下さい。IQ
シリーズアクチュエータの安全使用に関
する詳細情報やガイダンスにつきまして
は、ご希望により提供致します。これらの
アクチュエータの電気系統の取り付け、
保守及び使用につきましては、設置場所
帰属国における当該機器の安全使用に
関する法規制及び法律条項を遵守して
行って下さい。

英国の場合：ElectricityatWork
Regulations1989（職場における
電気規制1989）及びIEEWiring
Regulations（IEE配線規則）の該当エデ
ィションにて与えられた指示に従って下
さい。また、ユーザー様は、Healthand
SafetyAct1974（労働安全衛生法1974
）における義務についても熟知しておい
て下さい。
米国の場合：NFPA70【National
ElectricalCode®（米国電気規定）】が適
用されます。
機械系統の取り付けは本取扱説明
書並びにBritishStandardCodesof
Practice（英国標準実施規則）等の関連
する基準に従って実施して下さい。アク
チュエータの銘板に、防爆区域への設置
が可能である旨のラベルが貼付されて
いれば、Zone1、Zone21、Zone2、
Zone22(またはDiv1またはDiv2、
classIまたはClassII)の防爆エリアに設
置しても構いません。発火温度が135℃
未満の防爆区域にはアクチュエータを設
置しないで下さい（ただし、アクチュエー
タの銘板にこれより低い発火温度でも
設置可能である旨の記載がある場合は
除く）。アクチュエータを設置する予定
の防爆区域が当該アクチュエータの銘
板に記載のガス及び粉塵グループに対
応していない場合、その区域に設置する
ことはできません。
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電気系統の取り付け、保守及びアクチュ
エータの使用に関しては、その防爆区域
認証に関連する実施規則に従い、行っ
て下さい。
防爆区域認証の要求事項を満たしてい
ない場合は、点検や修理を行わないで
下さい。アクチュエータに変更を加えた
り、改造を行うことにより、当該アクチュ
エータの防爆区域認証が失効する恐れ
がありますので、如何なる状況でも変更
や改造を行わないで下さい。特別な作業
許可がない場合、通電中の電気導体に
は決して近づかないで下さい。許可なき
場合は、全ての電源を遮断し、アクチュ
エータを防爆区域外に移動させた上で
修理やお手入れを行って下さい。

	警告:取り付け高さ
以下のような制限はありますが、アクチ
ュエータは最大で高度5000mの地点に
設置することが可能です。

– アクチュエータの電源が480Vを超え
ないこと

– 入出力には、必ず24VDC(公称電圧)
を使用すること

– 電源システムはTT、IT、TN-C-Sのい
ずれかであり、且つ、3相または3線
式システムであること

IEC61010-1（測定、制御及び研究室用電
気機器の安全要求事項）に従い、制限
がない場合の取り付け高さは2000m未
満とします。

	警告:モータ温度
通常の運転で、アクチュエータのモータカ
バー表面温度は周囲温度より60℃も高く
なることがあります。

	警告:表面温度
取り付けご担当者様及びユーザー様は、
アクチュエータ表面の定格温度が、外
部の冷熱効果（例：バルブや配管の加
工温度）による影響を受けないようにし
て下さい。

	警告:サーモスタットのバイパス接続
アクチュエータの設定において、モータ
のサーモスタットのバイパスがオンにな
っていると、防爆区域認証が失効しま
す。このような構成になっている場合、
更なる電気災害が発生する恐れがあり
ますので、ユーザー様は、必要な追加安
全措置について検討して下さい。

	警告:本体の材質
IQレンジのアクチュエータはアルミ合金
製であり、ステンレス鋼製の止めねじを
使用しています。なお、スラストベースは
鋳鉄製です。
カバーのウインドウは強化ガラス製であ
り、2液型シリコン接着剤で接着されて
います。電池プラグはステンレス鋼製ま
たはPPS（ポリフェニレンスルファイド）
製となります。
ユーザー様は必ず、動作環境やアクチュ
エータの周囲の物質により、アクチュエ
ータの安全性や保護性能が低下するこ
とのないようにして下さい。ユーザー様
は、適宜、アクチュエータが使用環境に
よる影響を受けていないことを確認し
て下さい。

	警告:手動操作
ロトルク電動アクチュエータの手動操
作につきましては、セクション4.1をご参
照下さい。

	警告:遠隔モード選択中は、アクチュエ
ータが始動する恐れがありますが、これは
遠隔制御信号の状態やアクチュエータの
設定によります。

	警告:ユニットの重量
アクチュエータの重量につきましては、
銘板に記載しております。アクチュエー
タを輸送、移動、持ち上げる際は、十分
に注意して下さい。持ち上げ方法につ
きましては、セクション6にてご案内致
します。
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2.1	 防爆(ATEX/IECEx)アクチュエータ

特別条件
必ず、アクチュエータは、表示窓に衝撃
が加わるリスクの低い区域に設置して
下さい。
本機器の外面には、保護塗装を含め、
非金属部分が数カ所あります。静電気の
蓄積を防止するため、お掃除の際は、必
ず湿らせた布を使用して下さい。

	警告:本体外面の止めねじ
本体の止めねじは、一部のサイズ(後述)
及び銘板に別段の表記がある場合を除
き、等級A480のステンレス鋼製です。こ
のような場合、端子カバーの止めねじは
等級12.9の炭素鋼製です。ご不明な場合
は、止めねじの表示を確認するか、ロト
ルクまでご連絡下さい。

アクチュエータサイズ:	IQ/IQM/IQS	20	
&	35	またはIQ/IQM	25
ExdIIBT4Gb(-30°C～+70°C)
ExdIIBT4Gb(-40°C～+70°C)
ExdIIBT4Gb(-50°C～+40°C)
証明書No:SIRA12ATEX1123Xまたは
IECExSIR12.0047X

アクチュエータサイズ:	IQ/IQM	20	&	25
または	IQS20
型式:IQ3FM-防爆,ClassI,Div1,
グループB,C,D
FM認定製品

3.	 保管

アクチュエータを直ぐに設置しない場合
は、外部配線の準備が整うまで、湿気の
ない場所に保管して下さい。

アクチュエータの設置のみで結線を行わ
ない場合は、輸送用のプラスチック製コ
ンジットプラグを金属プラグに交換し、
テフロン製のシールテープで密封するこ
とをお奨めします。

ロトルクアクチュエータはダブルシール
構造であるため、そのままの状態にして
おけば、内部の電気部品は完璧に保護
されます。

IQアクチュエータの試運転調整時に
は、電気部品のカバーの取り外しは不
要です。

ロトルクでは、現場でのカバー取り外し
後の劣化につきましては責任を負いか
ねます。

全てのアクチュエータは工場出荷前に十
分な動作試験を受けており、試運転調
整や取り付け及び密封を正確に行って
いれば、故障することなく長期使用が
可能です。
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4.	 IQアクチュエータの操作

4.1	 手動操作

	警告
電動アクチュエータの手動操作を行う
際は、如何なる状況であっても、バル
ブの開閉時のパワーを上げるために、
ホイールキーやレンチ等の操作機具で
ハンドルを回さないで下さい。バルブ
やアクチュエータが損傷したり、バルブ
シートの噛み込みの原因になる恐れが
あります。

手動操作の際は、ハンドルから距離を
とって操作して下さい。アクチュエータ
によるバルブの駆動時に延長シャフト
を使用している場合、シャフトがねじれ
たままになる場合があり、これによって
手動操作に切り替えた際にハンドルが
回転する恐れがあります。

手動操作を行うには、手動/自動切替
レバーを「手動」の位置まで押し下げ、
ハンドルを回してクラッチと噛み合わせ
て下さい。このレバーを放すと、レバー
は元の位置に戻り、クラッチが自動的に
外れ、モータ駆動(電動操作)に切り替わ
ります。なお、電動操作に切り替わるま
で手動操作は継続されます。

現場で施錠する必要がある場合
は、6.5mmの掛け金付き南京錠を使用
して、手動/自動切替レバーを手動及び
自動のいずれかのモードでロックするこ
とができます。

「手動」モードでロックすると、アクチュ
エータの電動操作を防止することがで
きます。

4.2	 電動操作

電源の電圧が、アクチュエータの銘板上
の電圧と一致していることを確認の上、
電源を入れて下さい。相順の確認は不
要です。

	まず最初に、必ず、赤外線設定器を
使用して、最低限の基本設定が完了し
ていることを確認し（セクション8参照）
、それからアクチュエータの電動操作を
行って下さい。

動作モード（現場/停止/遠隔）の選択
赤色のノブを回すと「現場」モードと
「遠隔」モードを切り替えることができ
ます。6.5mmの掛け金付き南京錠を使
用して、いずれかのモードでロックする
ことが可能です。

「現場」モードや「遠隔」モードでノブを
ロックしても、「停止」機能を使用する
ことは可能です。また、このノブは、「現
場」モードや「遠隔」モードで電動操作
されるのを防止するため、「停止」の位
置でロックすることも可能です。

図4.2.1 IQ3の現場操作用ノブ

現場制御	

赤いノブを反時計回りに回して「現場」
モードに切り替えると、隣の黒いノブを
回して開/閉を選択することができます。
「停止」するには、赤いノブを時計回り
に回して下さい。いずれの操作も、選択
したいモードが三角形の突起部（目印）
の位置に来るように回して下さい。

遠隔制御	

「遠隔」モードに切り替えるには、「遠隔」
が三角形の目印の位置に来るよう（時計
回り）に赤色のノブを回して下さい。この
操作により、アクチュエータの遠隔操作
が可能になります。赤いノブを反時計回
りに回して、「停止」が三角形の目印の位
置に来るようにすると、現場停止させる
ことができます。
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4.3	 表示	-	現場表示

LED表示： R=赤、G=緑、Y=黄、B=青

1

2

3

44

5

6

7

8

9

10

図4.3.1 画面表示の概略図

1.	 開度表示
開度やトルクが表示されるメイン部分
です。開度は小数第一位まで表示され
ます。

2.	 アナログ指示計
ホーム画面の表示設定時にアナログ表
示またはポジショナを選択すると、ト
ルクや開度が目盛(0～100%)で表示され
ます。セクション4.4をご参照下さい。

3.	 赤外線LED
旧型の設定器を使用する場合や
Bluetoothによる無線データ通信を確立
する場合に使用します。

4.	 位置表示LED
中間位置の表示：黄色(Y)、ストローク端
の表示：赤色と緑色の2配色(R/G)

5.	 BluetoothのLED表示
Bluetooth通信中を示すLEDランプです。

6.	 アラームアイコン
バルブや制御及びアクチュエータに関す
るアラームが発報すると表示されます。
さらに開度表示部の上の行に故障内容
が文字で表示されます。

7.	 電池アラームアイコン
このアイコンは電池の残量が少なく
なったあるいは電池切れになったと
きに表示されます。また、上部の文字
表示欄には、"Batterylow（残量少）"
や"Discharged（電池切れ）"といった内
容が表示されます。

8.	 赤外線アイコン
設定器で赤外線通信が行われるとアイ
コンが点滅します。設定器のキーを押し
た時にもLEDランプが点滅します。

9.	 開度の%表示
このアイコンはバルブの開度が数値で
表示されている場合に表示されます。
例：57、3

10.	 ドットマトリックス画面
168x132ピクセルの高解像度画面で、設
定メニューやデータロガーのグラフが表
示されます。

開度表示が行われていれば、状態や発
報中のアラームが表示されます。

液晶画面は、メインのセグメントディス
プレイとドットマトリックスディスプレイ
の2層で構成されています。これらのディ
スプレイはデュアルスタック式であるた
め、それぞれが別々の情報を表示するこ
とができます。また、これらのディスプレ
イを柔軟に連携させて、様々な情報を表
示することができます。

電源を入れると、液晶画面のバックライ
ト（白色光）が点灯し、周囲の光の具合
に対して最高のコントラストを実現しま
す。液晶ディスプレイの左または右側面
のLED（標準搭載）は、バルブの状態
（全閉：緑色、中間：黄色、全開：赤色）
を表しています。LEDランプの表示色
は、設定メニューまたはご注文時に変更
することが可能です。
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4.4	 表示	–ホーム画面表示情報の変更

以下の選択肢から、本アクチュエータの
画面に表示する情報を選択することが
できます。

• 開度
• 開度＆トルク値（数字）
• 開度＆トルク値（目盛）
• ポジショナ

初期設定では、ホーム画面には開度の
みが表示されるようになっています。
ホーム画面には、主電源オン時にアク
チュエータが測定した現在の状態が表
示されます。主電源をオフにすると、デ
ィスプレイはアクチュエータの電池から
電力の供給を受けて、開度のみを表示
します。
上記の4つの選択肢からホーム画面に表
示する情報を選択しますが、ここで選択
した情報は、設定を変更することで、常
時表示させることも、バルブやアクチュ
エータの動作解析時等に一時的に表示
させることも可能です。

ホーム画面に一時的に表示する情報を
選択する
設定器（8.1参照）または矢印キー（ 
）でスクロールし、ホーム画面に一時

的に表示させる情報を選択して下さい。
選択した項目は、設定器を最後に操作し
てから約5分間または、電源を入れ直す
まで表示され続けます。

常時表示する情報を選択する
設定器（8.1参照）を使用してアクチュエ
ータに接続して下さい。
「Settings(設定)」メニューから
「Indication(表示)」、「Local Display(現

場表示)」の順に選択して下さい。表示さ
れた設定項目から「Home Screen(ホー
ム画面)」を選択して下さい。パスワード
を入力して下さい(要求された場合)（セ
クション8.2参照）。ホーム画面を選択し、
ドロップダウンリストから常時表示した
い情報を選択して下さい。

Y Y

図4.4.1 ホーム画面表示情報の選択

Position：バルブの開度(初期設定)
Torque(A)+Pos ：トルクの目盛表示+開
度の数字表示
Torque(D)+Pos：トルクの数字表示+開
度の数字表示
Positioner ：開度の数字表示+要求開
度の目盛表示

選択した情報が常時表示されるように
なります。図4.4.2から4.4.5をご参照下
さい。
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図4.4.2 Position
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図4.4.3 Torque(D)+Position
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図4.4.4 Torque(A)+Position
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図4.4.5 Positioner
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4.5	 状態表示	画面	–	ストローク

IQの画面にはリアルタイムで状態が表示
されます。文字表示エリアの上段にはス
トロークの状態が表示されます。
図4.5.1は全閉状態を表しています。

図4.5.1

4.6	 状態表示画面	–	制御

制御モードを切り替えたり信号が入力
されると、文字表示エリアの下段には、
約2分間、制御の状態が表示されます。
図4.6.1は、遠隔制御を選択した状態を
表しています。

図4.6.1

4.7	 アラームの表示画面

IQの画面には、アラームが文字とアイコ
ンで表示されます。
アイコンには以下の2種類があります。

一般的なアラーム:

電池アラーム:

一般的なアラーム(電池アラーム以外の
アラーム)の場合、文字表示エリアの下
段に、警告内容が文字で表示されます。
複数のアラームが発報された場合は、各
アラームが順番に表示されます。
図4.7.1は全閉位置でトルクトリップした
状態を表しています。

図4.7.1

4.8	 4.8	電池アラーム

図4.8.1

本アクチュエーターは1時間ごとに電池
残量を確認します。アクチュエータが、
電池残量が少なくなっている状態を検
出するとBATTERY LOW (電池残量少)
が表示され、電池の残量がゼロになっ
たあるいは電源が入っていない場合は
BATTERY DISCHARGED（電池切れ）が
表示されます。
電池アラーム（BATTERYLOWまたは
BATTERYDISCHARGED）が表示された
時は、速やかに電池の交換を行って下さ
い。アクチュエータの適合認証を損なわ
ないよう、適切な電池を取り付けて下さ
い。詳細はセクション9をご参照下さい。
電池交換後は、次回の電池点検まで、
最長で1時間ほど、アラームが表示され
たままになります。アクチュエータの電
源を入れ直すと、強制的に電池の残量
点検が行われ、アラームは表示されな
くなります。
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5.	 ドライブスリーブの準備

5.1	 タイプA及びZ3ベース(全サイズ)

側面が上になるようにアクチュエータの
向きを変え、固定用プレート(1)をスラスト
ベースに固定するための六角穴付きボル
トを取り外して下さい。そして、ドライブス
リーブ(2)を、ベアリングアセンブリ(3)と
一緒に完全に引き出して下さい。サイズ
IQ10から35の場合は2個、サイズIQ40か
ら95のF25ベースの場合は8個、F30の場
合は10個のねじがあります。ドライブスリ
ーブの加工を行う前に、必ずスラストベア
リングを取り外して下さい。
IQ10から18アクチュエータの場合、ドライ
ブスリーブには密封タイプのスラストベ
アリングが取り付けられており、セパレー
トカラー(4)とスナップリング(5)で固定さ
れています。
IQ20から95の場合、ドライブスリーブの
ベアリングハウジング(スチール製)内にス
ラストレースベアリングがあり、セパレー
トカラー(4)とスナップリング(5)で固定さ
れています。
ドライブスリーブにはOリングがはめられ
ており、このOリングとベアリングスペー
サーリング(6)によってベアリングの内部
は密封されています。

	警告:加工を行う前にドライブスリー
ブからベアリングアセンブリを取り外さ
ないと、ベアリングが損傷する恐れがあ
ります。

ベアリングアセンブリの分解(全サイズ)
スナップリング(5)を探し、適切な道具
を使用して取り外して下さい。セパレー
トカラー(4)を取り外して下さい(取り外
し方は図5.1.1をご覧下さい)。ドライブス
リーブ(2)からベアリング(3)を取り外し
て下さい。
サイズIQ20から95の場合、スペーサー(6)
とOリングも取り外して下さい。
ベアリング及びドライブスリーブの部品
は、安全かつ清潔な場所に保管して下
さい。セパレートカラー(4)は、ペアにし
た状態(取り外し前と同じペアにして下
さい)で保管して下さい。
バルブのステムに適合するようにドライ
ブスリーブ(2)を加工して下さい。ステム
上昇型バルブ用の場合、ネジ山には十分
な間隔を設けて下さい。

図5.1.1

1.固定用プレート

2.ドライブスリーブ

3.スラストベアリ
ング(密封)

5.スナップリング

4.セパレートカラー

スラストベース
ハウジング

図5.1.2 ベースアセンブリ(F10)

1.固定用プレート

2.ドライブスリーブ

Oリング

3.スラストベア
リング

4.セパレートカラー

6.ベアリングスペ
ーサーリング

5.スナップリングV

スラストベース
ハウジング

図5.1.3 ベースアセンブリ(F14&F16)
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Oリング

4.セパレートカラー

6.ベアリングスペ
ーサーリング

1.固定用プレート

2.ドライブスリーブ

3.スラストベア
リング

5.スナップリング

スラストベ
ースアセン
ブリ

図5.1.4 ベースアセンブリ（F25&F30）

再取り付け
	警告:再取り付けの前に、ドライブスリ

ーブ及びOリングの汚れを完全に落とし、
グリースを塗って下さい。この作業を怠る
と組み立て時に破損する恐れがあります。
ドライブスリーブ(2)から切りくずやバリ
を完全に除去し、Oリングに損傷がなく、
清潔であること、そしてグリースが塗布
されていることを確認して下さい。(グリ
ースの種類に関してはセクション11をご
参照下さい。)
ベアリングアセンブリ(３)をドライブス
リーブ(2)のツバにしっかりと当たるとこ
ろまではめ込んで下さい。サイズIQ20か
らIQ95の場合は、Oリングが取り付けら
れておりグリースが塗布されていること
を確認して、スペーサーリング(6)を取り
付けて下さい。ペアのセパレートカラー
(4)及びスナップリング(5)にグリースを塗
り、取り付けて下さい。
ドライブスリーブのベアリングアセンブ
リにグリースを塗り、アクチュエータのス
ラストベースハウジングに取り付けて下
さい。このとき、ドライブスリーブのリー
ド溝がセンターコラムのキーと噛み合っ
ていることを確認して下さい。
固定用プレート(1)を取り付け、六角穴
付きボルトで固定して下さい。IQ40から
IQ95の場合は、ベースの固定ねじを以下
のトルクまで締め付けて下さい。
F25/FA25ベース:六角穴付きボルト
M12×8個:89Nm/65lbs.ft
F30/FA30ベース:六角穴付きボルト
M16×10個:218Nm/160lbs.ft

5.2	 ノンスラストベース　タイプB

全サイズ
ベースプレートをギアケースに固定して
いる六角ボルトを取り外し、ベースプレ
ートを取り外して下さい。
プレートを取り外すと、ドライブスリーブ
とスナップリングが見えます。アクチュエ
ータのサイズによってプレートが異なり
ます。図5.2.1をご参照下さい。

図5.2.1

図5.2.2

タイプB3及びB4	の取り外し
プライヤーを使用して、スナップリング
を、ドライブスリーブごと引き出しながら
広げて下さい。ドライブスリーブは、ス
ナップリングが溝に嵌まった状態でセン
ターコラムから外れます。図5.2.2をご参
照下さい。

タイプB1の取り外し
B1タイプのドライブスリーブの取り外し
及び再取り付け作業はB3及びB4と同じ
要領で行いますが、B1の場合は、カスタ
ム仕様のスプリングサークリップになっ
ています。スプリングはB3またはB4のス
ナップリングと同様に機能しますが、ロ
ングノーズプライヤーを使用して広げる
ことができます。

図5.2.3
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6.	 アクチュエータの取り付け

	アクチュエータの重量につきましては	
セクション11をご参照下さい。

バルブにアクチュエータを取り付けると
上部が重くなって不安定になる恐れがあ
りますので、アクチュエータを取り付け
る前にバルブが固定されていることを確
認して下さい。
吊り上げ具を使用してアクチュエータを
持ち上げて下さい。垂直シャフトのバル
ブの場合は図6.2.1のように、水平シャフ
トのバルブの場合は図6.2.2のようにス
リング（認証付きのもの）を取り付けて
下さい。
特にアクチュエータの取り付け作業は、
必ず訓練を受け経験を積んだご担当者
様が行い、安全に持ち上がっていること
を確認して下さい。

	警告:アクチュエータがバルブのシャフ
トと完全に噛み合い、バルブのフランジに
固定されるまでしっかりと支えて下さい。

バルブ用の取り付けフランジは、必
ず、ISO5210または米国規格MSSSP101
に準拠したものを使用して下さい。
アクチュエータ-バルブ間の取り付けボ
ルトにつきましては、材料仕様ISOClass
8.8、降伏強度628N/mm2を満たしてい
なければなりません。

	警告:ロトルク純正品以外のカバー
チューブを使用する場合は、セクション
11に記載されている質量及びモーメン
トの両パラメータを超えないように設
計して下さい。

	警告:アクチュエータ付きバルブを持
ち上げる際は、必ずバルブ側を持ち、ア
クチュエータ側を持たないようにして
下さい。

持ち上げの際は、アセンブリを1台ずつ
確認して下さい。

	警告:アクチュエータを逆向きに	
（ベースが上にくるように）取り付ける
場合は、適切に潤滑するため、オイルを
追加する必要があります。この作業を怠
ると早期に摩耗する恐れがありますの
で、必ず、セクション11の表に従って、適
量のオイルを補充して下さい。

図6.2.1

図6.2.2
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6.1	 ステム上昇式バルブ(上面取り付け）

ベースを取り付けたアクチュエータをバル
ブに取り付ける場合（全サイズ対象）
本取扱説明書にて先述の指示に従い、
加工したドライブスリーブをスラストベー
スに取り付け、ねじ切りしたバルブステ
ムにアクチュエータを降ろして下さい。
手動/自動切替レバーを操作して手動モ
ードにし、ハンドルを全開方向に回して
ドライブスリーブをステムに噛み合わせ
て下さい。アクチュエータがバルブのフ
ランジにしっかりと据わるまでハンドル
を回し続けて下さい。更に2回転させ、
固定用ボルトを取り付けて、表Bのトルク
値までしっかりと締め付けて下さい。

バルブアクチュエータにスラストベースを
取り付ける場合
本取扱説明書にて先述の指示に従い、
機械加工したドライブスリーブをスラス
トベースに取り付けて下さい。アクチュ
エータからスラストベースを取り外し、ド
ライブスリーブのリード溝の終端が1番
上に来るように、ねじを切ったバルブス
テムの上に置いて下さい。そして、全開
方向に回し、ねじと噛み合わせて下さ
い。ベースがバルブのフランジの位置に
来るまで回して下さい。固定用ボルトを
取り付けますが、この段階では締め付
けないで下さい。スラストベースを目が
けてアクチュエータを降ろし、アクチュ
エータの出力シャフトのキーがドライブ
スリーブと噛み合うまで、アクチュエータ
を回転させて下さい。ここでは、アクチ

ュエータのフランジとベースが同一平面
にあります。
ボルト穴が合致するまでアクチュエータ
を回転させて下さい。付属のボルトを使
用してアクチュエータをスラストベース
に取り付け、必要トルクまで締め付けて
下さい。表Aをご覧下さい。
2回転させてバルブを全開方向まで移動
させ、必要トルク値までバルブのフラン
ジにしっかりと締め付けて下さい。表B
をご覧下さい。

図6.1.1

サイズ
トルク	(±10%)
Nm lbs.ft

M8 13.8 9.8

M12 45.9 33.8

M16 101 74

図6.1.2 表A

ミリ トルク
フランジ ボルト Nm lbs.ft

F10 M10 51.6 38

F14 M16 219.8 162.1

F16 M20 430.5 317.5

F25 M16 219.8 162.1

F30 M20 430.5 317.5

インチ トルク
フランジ ボルト Nm lbs.ft

FA10 3/8 42.3 31.2

FA14 5/8 205.3 151.4

FA16 3/4 363.6 268.1

FA25 5/8 205.3 151.4

FA30 3/4 363.6 268.1

図6.1.3 表B

6.2	 減速機付きバルブ–	側面取り付け
の場合

取り付けフランジが入力シャフトに対し
て直角になっており、軸同志が適切に噛
み合い、ドライブスリーブがシャフト及び
キーとしっかりと噛み合っていることを
確認して下さい。手動/自動切替レバー
で手動モードに切替え、アクチュエータ
を入力シャフトの位置に持ってきて、キ
ーとキー溝が一致するまでハンドルを回
して下さい。取り付け用のボルトを表B
のトルクまで締め付けて下さい。

6.3	 ステム非上昇式バルブ－上面取り付
けの場合

側面取り付け時と同じ要領ですが、ア
クチュエータ自体がスラストを受ける場
合は、スラストナットをドライブスリーブ
の上に取り付け、しっかりと締め付けて
下さい。
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6.4	 ハンドルのシール

アクチュエータのセンターコラムに湿気
が伝わらないよう、シーリングキャップ
とOリングがきちんと取り付けられてい
ることを確認して下さい。スピンドル上
昇タイプの場合は、カバーチューブを取
り付けても構いませんが、必ず、Oリング
でシールし、六角穴付きボルトで固定し
て下さい。

図6.4.1

図6.4.2

6.5	 モジュレーティング用アクチュエー
タIQM

IQMレンジのアクチュエータはモジュレ
ーティング制御に適しており、始動回数
は毎時1,200回です。

IQMには、ダイナミックブレーキ機能が
標準搭載されています。アクチュエータ
やバルブのモータのオーバーランが過
剰であると判断した場合、ブレーキをか
けることができます。ダイナミックブレ
ーキ機能が働いている状態では、モー
タの加熱効果が上昇します。そのため、
始動回数を減らしてモータのサーモスタ
ットのトリップを防止することが必要と
なります。

IQMレンジの試運転調整は、標準仕様
のIQと同様の手順で行います。セクショ
ン8をご参照下さい。

6.6	 リニア式アクチュエータIQL	&	IQML

IQL及びIQLMアクチュエータのベースに
はリードスクリュー(親ねじ)アセンブリ
が取り付けられており、直線のストロー
ク長は最小で8mm(3/4インチ)、最大で
110mm(41/4インチ)です。
IQL及びIQMLアクチュエータに関して
は、ヨーク取り付けキット(脚:4本、ベース
フランジ:1個)の有無を選択することが
可能です。

図6.6.1 IQML（ヨークあり）

図6.6.2 IQML（ヨークなし）
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6.7	 IQL	&	IQML直線ストロークの調整

アクチュエータをしっかりとバルブに取
り付け、リニア駆動部を取り外した状態
で、バルブが全閉位置（完全に閉じた状
態）にあることを確認して下さい。
アクチュエータのハンドルからカバーチ
ューブを取り外し、リニア式アクチュエー
タの閉側ストッパー調節部を見つけて下
さい。そしてスパナーを2本使用してロッ
クナットを緩め、ロックナットと管状の
閉側ストッパーを反時計回りに、限界ま
で回して下さい。

図6.7.1

アクチュエータのハンドルを時計回りに
回し、リニア駆動部がバルブの回転軸に
連結するまで下降させて下さい。これ
以上回らなくなるまで、閉側ストッパー

をアクチュエータの方に、時計回りに回
して下さい。トルクリミットでバルブを閉
じ、シートに着座させる場合は、閉側ス
トッパーを反時計回りに1/3回転(1mm
程度)させて下さい。ストッパーの管部
にロックナットをはめ、奥まではめ込ん
だら、2本のスパナーで締めつけて下さ
い。リニア式アクチュエータには開側ス
トッパーがないため、バルブのストッパ
ーによって開側リミットを決定します。O
リングが取り付けられていることを確認
し、ハンドルにカバーチューブを取り付
けて下さい。
リニア式ユニットの場合、予め超高圧多
目的用グリースMULTISMS2が充填され
ています。このグリースか同等の高温用
グリースを使用して下さい。
グリースニップルはアクチュエータのベ
ースにあり、これを使用してリードスクリ
ューを潤滑することができます。
使用法や温度によって、定期的に、グリー
スガンで2回グリースを差して下さい。

7.	 ケーブルの接続

7.1	 端子台のレイアウト

図7.1.1 端子番号はアクチュエータの回路図上の番号に対応しています。
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	警告:必ず、全ての電源を切断してか
ら、アクチュエータのカバーを取り外し
て下さい。

電源の電圧が、アクチュエータの銘板状
の電圧値と一致していることを確認し
て下さい。
配線やアクチュエータにはスイッチや
ブレーカー（いずれもIEC60947-1及び
IEC60947-3の要求事項を満たし、且つ、
用途に適したもの）を取り付けて下さ
い。スイッチやブレーカーの電源を切断
した際に、アース線まで切断することの
のないようにして下さい。スイッチやブ
レーカーはできるだけアクチュエータに
近い位置に取り付け、印を付けてどのア
クチュエータの遮断装置なのかが分か
るようにして下さい。必ず、過電流保護
装置（以下のうち、該当する資料を参照
し、当該資料にて指示された定格値を
満たすもの）でアクチュエータを保護し
て下さい。

• PUB002-099
(3相アクチュエータの場合)

• PUB002-019
(単相アクチュエータの場合)

• PUB002-120
(3相モジュレーティング用アクチュ
エータの場合)

• PUB002-121
(DCアクチュエータの場合)

	警告:使用時の相間電圧が600Vを
超えるアクチュエータに関しては、相か
らアースまでの電圧が600VACを超える
恐れのある電源システム(フローティン
グ電源等)や、アース－相間のシステム
には使用しないで下さい。

設置要件を満たすため、電源ケーブルは十
分な機械保護特性を備えたものを使用し
て下さい。また、設置したアクチュエータ
の電磁両立性(EMC)を満たすよう、必ず、
電源ケーブルをシールドして下さい。アー
マードケーブル、シールド付きケーブルまた
は電線管で保護されたケーブルを用いた
結線が適切です。

7.2	 アース(接地)の接続

ケーブル挿入口の隣には、直径6.5mm
の穴が空いたラグ端子（鋳造）があり、
保護用のアース線を外付けしてナット
とボルトで固定できるようになっていま
す。また、内部にもアース用の端子が用
意されていますが、保護アース接続用端
子としての単体使用は避けて下さい。

7.3	 端子カバーの取り外し

6mmのアレンキー(六角棒レンチ)を使用
して4つの留めねじを均等に緩めて下さ
い。ドライバーでカバーをこじ開けようと
しないで下さい。Oリングのシール性が
損なわれたり、防爆ユニットの耐圧防爆
部が損傷する恐れがあります。

図7.3.1

Bluetooth®設定器Proとアクチュエータ
は、黄色のラベルが貼付された輸送箱
内で別々に梱包されています。
カバーに取り付けられている配線コード
カードは、各アクチュエータに固有のも
のであり、他のユニットのものと混同し
ないで下さい。ご不明の場合は、コード
カードのシリアル番号とアクチュエータ
のシリアル番号を照合して下さい。

図7.3.2 アクチュエータの端子収容部と
Bluetooth®設定器Pro（輸送箱内で別々に
梱包）

端子カバー内のビニール袋には以下の
部品及びマニュアルが入っています。

• 端子ねじ及びワッシャー

• 予備のOリングシール

• 結線図

• 取扱説明書
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ATTENTION: RED PLASTIC PLUGS IN CONDUIT ENTRIES ARE FOR TRANSIT ONLY.  
FOR LONG TERM PROTECTION FIT SUITABLE METAL PLUGS.

ATTENZIONE: I TAPPI IN PLASTICA ROSSA PER L'ENTRATA CAVI SONO SOLO 
TEMPORANEI. PER UNA PROTEZIONE PERMANENTE PREGO SOSTITUIRLI CON APPOSITI 

TAPPI METALLICI.

 ATENCION: LOS TAPONES ROJOS DE PLASTICO EN LAS ENTRADAS DE CABLE SON 
UNICAMENTE PARA TRANSPORTE. PARA PROTECCION PERMANENTE COLOCAR 

TAPONES METALICOS APROPIADOS.

 ACHTUNG: DIE ROTEN PLASTIKSTOPFEN SIND NUR FÜR DEN TRANSPORT GEEIGNET. 
FÜR DAVERHAFTEN SCHUTZ SIND DIESE GEGEN GEEIGNETE BLINDSTOPFEN 

AUSZÜTAUSCHEN.

 ATTENTION: LES BOUCHONS PLASTIQUES ASSURENT UNE PROTECTION TEMPORAIRE. 
POUR UNE PROTECTION DEFINITIVE UTILISER DES BOUCHONS METALLIQUES.

注：ケーブル挿入口の赤色プラグは輸送用のプラグです。
長期的に保護するため、適切な金属プラグに交換して下さい。
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7.4	 ケーブル接続口

防爆区域では、必ず、防爆認証付きの
ケーブルグランドまたは電線管を使用し
て下さい。アクチュエータ側のケーブル
接続径はM25x1.5pまたはM40x1.5p
です。
防爆区域の場合、必ず防爆認証付きの
ねじ変換アダプタ（接続口1箇所につき1
個）を使用して下さい。

図7.4.1

図7.4.2

プラスチック製の輸送用プラグ(赤色)を
取り外して下さい。ケーブルの種類やサ
イズに合わせてケーブル挿入口を選択し
て下さい。
ねじ変換アダプタ、ケーブルグランドあ
るいは電線管がきっちりと締まってお
り、完全防水の状態であることを確認
して下さい。使用しないケーブル挿入口
は、スチールまたは真鍮製のねじプラグ
で密封して下さい。防爆エリアでは、適
切な防爆認証付きのブランキングプラ
グをケーブル挿入口に取り付けて下さ
い。このとき、ケーブル挿入口とブランキ
ングプラグの間にねじ変換アダプタを取
り付けないで下さい。

7.5	 各端子への接続

国内規制や法律規定を考慮・遵守し、
必要に応じて、R型またはY型の金属製
裸圧着端子に絶縁を施して下さい。

付属の鍋ネジ(4mm:制御及び表示
用、5mm：電源用)で圧着端子を締め付
けて下さい。
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	電気系統の配線を安全に行うため、
図7.5.1のように、ワッシャーを使用して
下さい。ワッシャーを使用しないと、配
線が緩んだり、圧着端子のねじ締まり
が中途半端になる恐れがあります。必
ず、スプリングワッシャーが圧縮される
までしっかりとねじを締めてください。
ねじ締めトルクは、1.5	Nm	(1.1	lbf.ft)
を超えないようにして下さい。

4または5
mm鍋ねじ

スプリングワ
ッシャー

平ワッシ
ャー 圧着端子

図7.5.1

	
	Ex	e区域に設置する場合、必要に応

じて、端子番号1～3及びアースにはそ
れぞれAMPタイプ160292の圧着端子
を、端子番号4～47にはそれぞれAMP
タイプ34148の圧着端子を取り付けて
下さい。



端子カバー内の回路図をご参照の上、端
子の用途を確認して下さい。電源の電圧
が、アクチュエータ銘板記載の電圧値と
一致していることを確認して下さい。
電源端子の保護部品を取り外して下
さい。
はじめに電源ケーブルを接続し、保護部
品を再び取り付けて下さい。配線が全
て完了したら、配線図を元の位置（端子
カバー内）に戻して下さい。

	警告:周囲温度が70℃の場合、ケーブ
ルの温度は80℃まで上昇することもあり
ます。安全上の理由から、アクチュエータ
の全ての指示用端子、遠隔入力端子及
びデジタル入出力端子には、同程度の電
圧がかかるようにして下さい（必要に応
じて）。

国内規制や法律規定を考慮し、全ての
外部回路に定格電圧に適した絶縁を施
して下さい。

7.6	 端子カバーの再取り付け

Oリングのシールやスピゴット継手が良
好な状態にあり、グリースが薄く塗られ
ていることを確認してから、カバーを取
り付けて下さい。

8.	 試運転調整	-	基本設定

付属のBluetooth®設定器Proを使用し
て、アクチュエータのあらゆる設定デー
タやデータロガーの情報及び資産管理
データにアクセスすることができます。
ホーム画面に表示されるデータは勿論、
状態やアラームに関する詳細なデータに
もアクセスすることができます。

絶対に制御部のカバーを取り外さない
で下さい。制御部内には、ユーザー様側
で構成可能な設定はありません。制御
部のカバーには品質表示ラベルが貼付
されており、剥がした場合は保証が無
効になる恐れがあります。

本取扱説明書では、アクチュエータの使
用開始前に必要な基本設定についてご
案内しています。

必ず、基本設定を完了し、確認を行って
から電動操作を開始して下さい。

アクチュエータ経由でバルブを操作する
場合、バルブの動作は基本設定に左右
されます。バルブにアクチュエータを取
り付けた状態で納品された場合、バルブ
メーカーまたはサプライヤーが既に基本
設定を完了している可能性があります。

	アクチュエータ付きバルブの電動操
作及び機能試験を実施し、設定や動作
を確認して下さい。

本取扱説明書では、基本設定の方法の
みご案内しております。

制御・表示の設定に関して及び診断情
報に関しては資料PUB002-040をご参
照下さい。
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8.1	 アクチュエータとの通信

下の設定器はBluetooth無線通信対応
のロトルクBluetooth®設定器Pro(BTST)
です。ボタン上のマークが透明であり、上
下のケース間のシールも透明です。
赤外線通信のみの旧型設定器の場合、
ボタンは黄色単色で上下のケースの間の
シールも黄色です。

ロトルクBluetooth®設定器Proには、以
下のような方向キー及び設定ボタンが
あります。

上へ

下へ
前に戻る

選択/保存
右へ/値を増やす左へ/値を減らす

アクチュエータとBluetooth無線通信を
行う
アクチュエータ側の初期設定では、赤外
線コマンドによりBluetooth通信を確立
するようになっています。即ち、アクチ
ュエータに近い位置、且つ、間に障害物
のない地点で設定器を操作する必要が
あります。
0.25m(10インチ)以内の至近距離からア
クチュエータの画面に設定器を向け、
キーを押して下さい。

そうすると、メインメニューの画面に切
り替わります。

図8.1.1

設定器が自動的にBluetooth通信を行
うようになります（最大で5秒ほどかか
ります）。Bluetooth通信が確立され
ると、設定器の透明部とアクチュエー
タの表示画面が青く点灯します。一度
Bluetooth通信が確立されると、それ
以降は、アクチュエータの表示画面に向
けなくても設定器を使用できるように
なります。

設定器からのキー入力が行われている
間、Bluetooth通信は維持されます。
操作キーを押さない状態が6分間続く
と、Bluetooth通信は切断され、設定器
とアクチュエータ画面上の青色ライトは
消灯します。設定器の と キーを同
時に押すと、手動でBluetooth通信を切
断することができます。次へ
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8.2	 セキュリティ	–	パスワード
初期設定では、赤外線通信によりアクチ
ュエータとのBluetooth通信を確立する
ようになっています。即ち、0.25m以内の
至近距離且つ、間に障害物のない地点
からアクチュエータの画面に設定器を向
ける必要があります。アクチュエータとの
通信につきましては8.1をご参照下さい。
アクチュエータの操作モード(現場、停
止、遠隔)に関わらずアクチュエータの全
設定を閲覧することが可能です。
アクチュエータの設定を変更する際は、
アクチュエータを「現場」または「停止」モ
ードに切替え、パスワードを正しく入力し
て下さい。
アクチュエータの操作モードを「遠隔」に
した状態で設定を変更しようとすると、「
遠隔モードでは設定を変更することはで
きません」という警告が表示されます(図
8.2.1参照)。

図8.2.1

OKを選択すると設定画面に戻ることが
できます。

アクチュエータが「現場」または「停
止」モードの状態でいずれかの機能を
選択すると、パスワード画面が表示さ
れます。

図8.2.2

工場出荷時の初期パスワード
(ROTORK)が表示され、OKボタンがハ
イライトされています。

キーを押して下さい。

再び設定画面が表示されます。以下の
例では、Settings(設定)、Limits(リミッ
ト)、Close Settings(閉側の設定)の順に
選択し、Action(動作)がハイライトされ
ています。

図8.2.3

キーを押して設定モードに入って下
さい。

選択した機能とその選択肢または数値
がハイライトされます。

図8.2.4

設定を変更しない場合は、「戻る」ボタ
ンを押すと、設定を変更せずに前の画
面に戻ることができます
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または キーで設定を変更すること
ができます。下の例では、トルクリミット
でバルブが閉止するように設定されて
います。

図8.2.5

キーを押して「Limit(リミット位置)」か
「Torque(トルク)」のいずれかを選択し
て下さい。

機能名だけがハイライトされるようにな
り、「Torque(トルク)」にチェックが入っ
ています。

図8.2.6

設定を変更しようとすると、パスワード
の入力が求められます。一度パスワード
を正しく入力すれば、設定器とアクチュ
エータとの通信が行われている間は、
再入力しなくても（必要に応じて）他の
機能を設定することもできます。

8.3	 基本設定メニュー

設定メニュー

リミット

表示

制御

ESD

セキュリティ

初期設定

閉側設定
方向【CW(時計回り/ACW（反時計回り）】
動作(トルク/リミット)
トルク(40～100%)
リミットの設定

開側設定
動作(Torque/Limit)
トルク(40～100%)
リミットの設定

トルクスイッチのバイパス
閉側のバイパス域(100～5%)
開側のバイパス域(0～95%)
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8.4	 基本設定	–	リミット

	アクチュエータを取り付けたバル
ブは、必ず、電動操作及び機能テスト
を実施し、設定や動作状態を確認して
下さい。

セクション8.1の指示に従い、アクチュエ
ータに接続して下さい。開度が表示され
たホーム画面で キーを押すと、メイン
メニューが表示されます。

	   キーを使って画面上を移動
し、「Settings(設定)」のところで「Enter」
キーを押して下さい。

図8.4.1

設定メニューが表示されます。

Settings(設定)
Limits(リミット)
Indication(表示)
Control(制御)
ESD

Security(セキュリティ)
Defaults(初期設定)

 キーで画面上を移動し「Limits(リミ
ット)」のところで キーを押して下さい。

設定を変更する際は、初回のみ	
パスワードの入力が必要です。	
セクション8.2をご参照下さい。

工場出荷時のリミットの初期設定は以下のようになっています。

Limits

Close Settings

1 / 15 Direction Clock Anti

2 / 15 Action Limit Torque

3 / 15 Torque 40%

4 / 15 Set Limit

Open Settings

5 / 15 Action Limit Torque

6 / 15 Torque 40%

7 / 15 Set Limit

8 / 15 Turns  25

9 / 15 Position 95.0

10 / 15

Torque Switch Bypass

11 / 15 Opening On X Off

12 / 15 OP. Bypass Pos 10%

13 / 15 Closing On X Off

14 / 15 CL. Bypass Pos 90%

15 / 15

                                                                  1 / 15

上の図では、閉側設定の「Direction(回転方向)(1/15)」がハイライトされています。
 キーで「Clock(時計回り)」か「Anti(反時計回り)」のいずれかを選択して下さい。

選択した方がハイライトされます。10番目及び15番目の機能はIQTのみの機能です。
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8.5	 閉側設定

1	/	15.	アクチュエータ出力軸回転方向	
(閉弁時)
ここでは、バルブを閉じるためのアクチ
ュエータ出力軸回転方向を設定します。
この設定を行うには、アクチュエータと
バルブを手動で操作して下さい。

キーを押して「CloseDirection(閉方
向)」機能を選択して下さい。  
キーでご希望の回転方向を選択し、
キーで決定して下さい。

2	/	15.	閉側のシート方式
シーティングバルブの場合は設定トルク
に達すると閉止し、バルブの場合はリミ
ット位置に達すると閉止するように設定
を変更することができます。

	推奨の設定に関してはバルブメー	
カーにお問い合わせ下さい。バルブメー
カーから指示がない場合は、下の表に
従って下さい。

バルブの種類 全閉 全開

ウェッジゲート弁 トルク リミット
グローブ弁 トルク リミット
バタフライ弁 リミット リミット
スルーコンジット弁 リミット リミット
ボール弁 リミット リミット
プラグ弁 リミット リミット
スルースゲート リミット リミット
ペンストック リミット リミット
パラレルスライド弁 リミット リミット

キーを押して、「CloseAction(閉側の
シート方式)」を選択して下さい。 
キーでシート方式を選択し、 キーで
決定して下さい。

3	/	15.	閉側トルク値
バルブを閉じるためのトルクは、定格の
40%から100%の間で設定することが可
能です。アクチュエータの定格トルク値
は銘板に記載されています。
キーを押して「CloseTorque(閉側ト

ルク)」の設定モードに入って下さい。
キーを押すと数値を下げることがで

き、 キーを押すと数値を上げること
ができます。
キーを押して値を設定して下さい。

4	/	15	閉側リミットの設定
キーを押して「CloseLimit(閉側リミ

ット)」を選択して下さい。アクチュエー
タには、「オーバーランの余裕を設けて
全閉位置まで移動させ、OKを押して下さ
い」というメッセージが表示されます。

図8.5.1

アクチュエータとバルブを全閉位置まで
移動させて下さい。このとき、アクチュエ
ータの出力軸を開方向に1/2から1回転さ
せ、オーバーランの余裕を設けて下さい。

キーを押して、閉側リミット位置を決
定して下さい。

8.6	 開側設定

5	/	15.開側のシート方式
シーティングバルブの場合は設定トルク
に達すると全開し、バルブの場合はリミ
ット位置に達すると全開するように設定
を変更することができます。

	推奨の設定につきましては、バルブメ
ーカーにお問い合せ下さい。バルブメー
カーから指示がない場合は、「Limit(リミ
ット位置で開)」に設定して下さい。

キーを押して「OpenAction(開側の
シート方式)」を選択して下さい。 ま
たは キーでシート方式を選択し、
キーで決定して下さい。

6	/	15.	開側トルク値
バルブを全開させるためのトルクは、定
格の40％～100％の間で設定すること
ができます。アクチュエータの定格トル
ク値は、アクチュエータの銘板に記載さ
れています。

キーを押して「OpenTorque（開側ト
ルク）」の設定モードに入って下さい。
キーを押すと数値を減らすことがで

き、 を押すと数値を上げることがで
きます。

キーを押してトルク値を決定して下
さい。
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7	/	15.	開側リミットの設定
キーを押して、「OpenLimit(開側リミ

ット)」の設定モードに入って下さい。ア
クチュエータには、「オーバーランの余
裕を設けて全開位置まで移動させ、OK
を押して下さい」というメッセージが表
示されます。

図8.6.1

アクチュエータとバルブを全開位置まで
移動させて下さい。このとき、アクチュエ
ータの出力軸を1/2から1回転ほど全閉
方向に回転させ、オーバーランの余裕を
設けて下さい。
キーを押して、開側リミット位置を決

定して下さい。

8	/	15.	回転数(編集不可)
設定した閉側リミット位置から開側リミ
ット位置までのアクチュエータの出力軸
回転数を表しています。

9	/	15.	開度(編集不可)
アクチュエータの現在の開度を%で表
示します。

注：回転数や開度は、画面を切り替え
ないと更新されません。最新の数値を
見るには、「 」キーで設定メニュー
に戻り、「Limits(リミット)」を選択して
下さい。

8.7	 トルクスイッチのバイパス

初期設定では、開閉両側のトルクスイッ
チのバイパスはオフになっています(常に
トルク保護はアクティブ)。トルクスイッ
チをバイパスすることで、定格の約150%
までのトルクを出力することが可能で
す。バルブメーカーやサプライヤーに連
絡し、バルブの構造や取り合い部の部
品が、付加トルクまたはスラストに耐え
られることを確認して下さい。

11	/	15.	開側のトルクスイッチ
開側のトルクスイッチは、開ストローク
中の任意の地点(設定可能)でバイパス
させることが可能です。バイパスさせる
と、固着したバルブを開くために、定格
の最大約150%のトルクを加えることが
できます。
キーを押して、「OpeningTorque

SwitchBypass(開側トルクスイッチのバ
イパス)」のオンオフ選択モードに入って
下さい。 または キーでオン/オフを
選択し、 で決定して下さい。

12	/	15.	開側のバイパス位置
開側のトルクスイッチのバイパスをオン
にすると(11/15参照)、開ストロークにお
けるトルクスイッチのバイパス位置を、
開度0%（全閉）から95%の範囲で設定
することができます。バイパス範囲外で
は、トルクスイッチの値は、割増なしの
設定値に戻ります(6/15参照)。
キーで「OpeningBypassPosition(

開側パイパス位置)」の選択モードに入っ
て下さい。 キーでバイパス域を縮小
することができ、 キーでバイパス域を
拡大することができます。 を押し、バ
イパス域を決定して下さい。

13	/	15.	閉側のトルクスイッチ
閉側のトルクスイッチは、閉ストローク
中の任意の地点(設定可能)でバイパスさ
せることが可能です。バイパスさせるこ
とで、最大で定格の約150%のトルクで
バルブを閉止させることができます。バ
イパス範囲外では、トルクスイッチの値
は、割増なしの設定値に戻ります(3/15
参照)。
キーを押して「ClosingTorque

Switch(閉側トルクスイッチのバイパス)」
のオンオフ選択モードに入って下さい。
または キーでオン/オフを選択して

下さい。
を押して決定して下さい。

14	/	15.	閉側トルクスイッチのバイパス
位置
バイパスをオンにすると(13/15参照)、閉
ストロークにおけるトルクスイッチのバ
イパス位置を、開度100%(全開)から5%
の範囲で設定することが可能です。
キーを押して、「ClosingBypass

Position(閉側トルクスイッチのパイパス
位置)」の設定モードに入って下さい。
キーでバイパス域を縮小することがで

き、 キーでバイパス域を拡大すること
ができます。 キーを押し、バイパス域
を決定して下さい。
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9.	 保守、監視、トラブルシューテ
ィング

保守
ロトルクのアクチュエータは全て、出荷前
に十分な試験を行っており、本取扱説明書
の指示どおりに取り付け、シール及び試運
転調整を行っていれば、何年間も故障する
ことなく動作します。
IQアクチュエータの本体は独自のダブルシ
ール構造であり、且つ、設定等の作業の際
にもカバーを取り外す必要がないため、内
部の部品は完璧に保護されています。
IQアクチュエータのギア機構はオイルバス
内にあり、永久潤滑されていますのでオイ
ルの補充は不要です。早期故障に繋がる
恐れがありますので、オイルが除去または
失われている状態では、絶対にアクチュエ
ータの電動操作を行わないで下さい。
将来的にアクチュエータの信頼性に悪影
響をもたらす恐れがありますので、日常
点検の際は、カバーを取り外さないで下
さい。
電気部のカバーは、品質管理シールで塞
がれています。電気部には、現場で保守・
点検等が可能な部品は含まれていないた
め、カバーを取り外さないで下さい。
保守や点検を行う前に、必ず、アクチュエー
タへの電力供給を全て遮断して下さい(た
だし、電池交換時は除く)。

アクチュエータのカバーを取り外す前に電
源を遮断して下さい。電池交換の手順を
ご参照下さい。
日常保守では以下の作業を行って下さい。
• アクチュエータとバルブとの接続部の
固定ボルトが締まっていることを確認
して下さい。

• バルブステムとドライブナットが清潔
且つ適量のグリースが塗布されている
ことを確認して下さい。

• 使用頻度の低い電動バルブの場合
は、定期的に作動させて下さい。

• 5年ごとにアクチュエータの電池交換
を行って下さい。

• アクチュエータの本体を点検し、損傷、
ゆるみ、ボルトの外れがないか確認し
て下さい。

• アクチュエータに過度の埃や汚れが堆
積していないことを確認して下さい。

• グリースの漏れがないか確認して下さ
い。(グリースについてはセクション11
参照)

アクチュエータの電池
主電源切断時に限り、アクチュエータのリ
レー(バルブの開度指示用)、データロガ
ー、液晶ディスプレイは電池から電力の供
給を受けて機能します。手動操作時には、
電池から電力の供給を受けて、確実に現在
位置を指示し、画面に表示します。

電源がオフの状態でも、アクチュエータの
設定は失われず、また、開度の変化を追跡
することも可能です。
主電源がオフの状態で、電池が取り付けら
れていないまたは電池切れの場合でも、
設定内容は全てEEPROMに安全に保存さ
れており、また、開度はアブソリュートエン
コーダによって更新されます。
そのため、電源が復旧すると、正確な現在
位置が表示され、アクチュエータは通常ど
おり作動します。
	警告：アクチュエータのギアケース内

の電池ホルダーは、アクチュエータ内の
高電圧接続部からユーザー様を保護する
役割を担っていますので、損傷・破損しな
いようにして下さい。アクチュエータのギ
アケースから電池ホルダーを取り外す際
は、必ず、アクチュエータの電源を切断し
て下さい。
IQの電池機能には独自の回路が組み込ま
れているため、電池の消耗を効果的に削
減し、電池寿命を大幅に延ばします。
通常の使用状況においては、最低でも5
年に一度、必ず電池を交換して下さい。電
池寿命は、周囲温度や動作環境に左右さ
れることがあります。
電池残量はアクチュエータの画面上に、ア
イコンで表示されます(セクション4.3参照)
電池のアイコンが表示された場合は、電池
を交換し、電源がオフの状態でもバルブ
の位置信号が正しく送られることを確認し
て下さい。

	警告:
電池交換
アクチュエータが防爆区域内に設置され
ている場合は、火気使用許可等の許可を
得てから、電池の取り外し・交換を行っ
て下さい。
主電源のスイッチをオフにした状態で電池
を取り外した場合、主電源オフ時及び電池
切れの期間に保存したデータロガーのデ
ータに関しては時系列に記録されません。
そのため、アクチュエータの主電源をオン
にした状態で電池を交換することを推奨
致します。

電池の取り外し
赤色のノブを回し、「停止」に合わせて
下さい(セクション4.2参照)。ハンドルの
ハブ付近にあるメインギアケースのシー
ルプラグ(ラベル貼付)を外すと、電池があ
ります。
適切な六角レンチを使用し、シールプラグ
を取り外して下さい。このとき、Oリングが
プラグから外れていないことを確認して下
さい。電池端子から電池スナップを外して
下さい。黒いストラップを使って、電池格
納部(ゴム製の密閉構造)から電池を引き上
げて下さい。
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図9.7.1

電池の種類
ATEX及びIECEx認証アクチュエータに
関しては、図9.7.2の表に従い、リチウム
二酸化マンガン乾電池を使用して下
さい。
FM及びCSA認証アクチュエータに関して
は、UltralifeU9VLリチウム二酸化マンガ
ン乾電池を使用して下さい。また、UL規
格適合の乾電池(上記乾電池と同等のも
の)を使用しても構いません。
防水仕様のアクチュエータの場合は、リ
チウム二酸化マンガン乾電池を推奨し
ますが、同等の9V乾電池であれば、どれ
を使用しても構いません。
使用可能な電池の種類に関してご不明
な点がございましたら、ロトルクまでお
問い合せ下さい。

本体タイプ 電池タイプ 詳細
ATEX/IECEx-
標準温度

UltralifePP3
タイプ

U9VLまたは
U9VL-J-P

ATEX/IECEx-
高温/低温

ロトルク
部品番号:

95-462または
95-614

図9.7.2 電池の種類

電池の交換方法
新品の電池に電池取り出し用のストラッ
プを取り付け、電池格納部(ゴム製の密
閉構造)に挿入して下さい。再度、電池の
端子に電池スナップを繋いで下さい。
Oリングが正しく取り付けられており、
且つ、グリースが塗布されていることを
確認した上で、先ほど取り外したシー
ルプラグを取り付けて下さい。適切な
アレンキー(六角棒レンチ)でシールプラ
グを締め付けて下さい。このとき、締め
付けトルクは8Nm(6lbs/ft)程度にして
下さい。
ギアオイル
ロトルクアクチュエータは、ギアケースに
SAE80EPギアオイル【周囲温度：-30℃
～+70℃(-22～+160℉)に対応】を充填し
た状態で出荷されます(ただし、過酷な
気象条件向けのユニットは除く)。
IQアクチュエータに関しては、定期的に
ギアオイルを交換する必要はありません
(セクション11、重量及びオイル量をご参
照下さい。)
トルク及び開度の監視
IQアクチュエータには、リアルタイムの
「Torque&Position(トルク＆位置)」監
視機能が標準搭載されています。この機
能により、作動中のバルブの性能を監視
し、ストロークにより生じたトルクを測
定することは勿論、プロセス(差圧など)
の変化による影響を評価したり、バルブ
ストロークにおける負荷の大きいポイン
トを特定することができますので、開閉
両側のトルクスイッチに適切な設定を行
う上でも役立ちます。

ホーム画面の設定を変更することで、ト
ルクと開度を同時に表示することが可
能です(セクション4.4参照)
トルク	(目盛)及び開度(数字)表示

図9.7.3

定格の27%のトルクを出力しているこ
とを示しています。三角形の警告マーク
は、アクチュエータがトルクトリップした
ことを示しています。
注：表示されているトルク値及び開度
は動的なものであり、画面にはその時
点での実測値が表示されます。トルクト
リップによりアクチュエータが停止した
場合、駆動中に機械部にかかっていた
負荷が緩和されるため、トルク値は下が
ります。

トルク及び開度の数字表示

図9.7.4

上の図は、アクチュエータが、開度35.0%
で定格の27%のトルクを出力しているこ
とを示しています。画面上部の文字表示
欄と三角形の警告マークにより、アクチ
ュエータが閉動作中にトルクトリップし
たことが分かります。
注：トルク値が開側(開動作時)または
閉側(閉動作時)のトルクスイッチに設定
した値(8.5及び8.6参照)に達すると、ア
クチュエータはトルクトリップし、停止
します。慣性(速度や負荷と共に変化す
る)やバルブの弾性に影響を受けて、出
力・表示されるトルクが高くなることが
あります。
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10.	 製品使用後の処分

本セクションでは、製品使用後における
部品ごとの処分方法についてご案内致
します。

如何なる場合でも、必ず、処分前に地方
自治体の規制を確認して下さい。
アクチュエータを取り外すには、取り付
け及び配線のセクションにてご案内した
操作と逆の操作を行って下さい。

取り付け及び結線のセクションにてご案
内した警告を遵守して下さい。下の表に
従って、アクチュエータ及び部品を処分
して下さい。


	警告：取り外し作業の際は、アクチュ
エータにバルブやシステムによる負荷が
かかっていないことを確認して下さい。負
荷がかかっていると、アクチュエータが突
然作動し、怪我をする恐れがあります。

処分グループ	 該当部品/材料/タイプ 使用箇所 危険性 リサイクル EU廃棄物
コード 処分方法

電池
リチウム IQ用電池 有 可 16 06 06 処分前に特殊な処理が必要。専門のリサイ

クル業者または廃棄物処理業者に依頼して
下さい。アルカリ 設定器 有 可 16 06 04

電子部品及び電材
プリント基板 全製品 有 可 20 01 35

専門のリサイクル業者に依頼して下さい。
ケーブル 全製品 有 可 17 04 10

ガラス レンズ/表示窓 IQ 無 可 16 01 20 専門のリサイクル業者に依頼して下さい。

金属類

アルミ ギアケース及びカバー 無 可 17 04 02

認可を受けたリサイクル業者に依頼して下
さい。

銅/真鍮 ケーブル、IQ用ギア、モータの巻き線 無 可 17 04 01

亜鉛 IQ用クラッチリング及び関連部品 無 可 17 04 04

鉄/スチール ギア及びベース 無 可 17 04 05

合金 IQモータ用ロータ 無 可 17 04 07

プラスチック
ガラス入りナイロン カバー、電気部シャーシ 無 不可 17 02 04 一般的な商業ゴミとして処分して下さい。
ナイロン　 ギア 無 可 17 02 03 専門のリサイクル業者に依頼して下さい。

オイル/グリース

鉱物＆灯油混合油 減速機潤滑油 有 可 13 07 03
処分前に特殊な処理が必要。専門のリサイ
クル業者または廃棄物処理業者に依頼して
下さい。

鉱物油 減速機潤滑油 有 可 13 02 04

食品級油 減速機潤滑油 有 可 13 02 08

グリース ハンドル(側面取り付け)/リニア駆動部 有 不可 13 02 08

ゴム シール＆Oリング カバー及びシャフトのシール 有 不可 16 01 99 処分前に特殊な処理が必要。専門の廃棄物処
理業者に依頼して下さい。
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11.	 重量及びオイル量

潤滑油
アクチュエータの銘板をご参照下さ
い。IQアクチュエータのオイル潤滑に
は、以下の等級のオイルを使用していま
す。工場にてオイルが充填されており、
通常の使用においては補充の必要はあ
りません。
周囲温度が-30～70°C(-22～160°F)の
場合：SAE80EP潤滑油
周囲温度が-30°C(-22°F)を下回る場
合：MobilSHC624潤滑油

食品級潤滑油
ユーザー様よりご指定があれば、
HydralubeGB食品級潤滑油を充填致し
ます。なお、この潤滑油の最適周囲温度
は-30～70°C(-22～160°F)です。

グリース	–	ハンドル(側面取り付け)
極圧多目的用グリースMULTISMS2また
は同等品。低温の場合は、OptitempTT
IEP等、-50℃で使用可能なグリースを使
用して下さい。

グリース	–リニア式ユニット
IQL及びIQMLのリニア駆動部には、極圧
多目的用グリースMULTISMS2または同
等品を使用し、定期的にオイルを塗布し
て下さい。

グリース	–	ベースアセンブリ
使用温度が-50～+70ºC(-58～+158ºF)
の範囲内である場合、Oリングには
MultisEP2またはLithoshieldEP2あるい
は同等のグリースを塗布しています。

標準重量及び潤滑油量:

アクチュエー
タサイズ

重量
kg	(lbs)

オイル量
ℓ	(pt.-US)

IQ10 31 (68) 1.25 (2.64)

IQ12 31 (68) 1.25 (2.64)

IQ18 31 (68) 1.25 (2.64)

IQ19 54 (119) 1.9 (4.0)*

IQ20 54 (119) 1.9 (4.0)*

IQ25 54 (119) 1.9 (4.0)*

IQ35 75 (165) 2.4 (5.1)

IQ40 145 (320) 3.7 (7.8)

IQ70 145 (320) 3.7 (7.8)

IQ90 160 (353) 3.7 (7.8)

IQ91 150 (331) 3.7 (7.8)

IQ95 160 (353) 3.7 (7.8)

*上記のオイル量は、上面にハンドルを取
り付けたアクチュエータの場合です。側面
にハンドルを取り付けたアクチュエータ
の場合、オイル量は2.20ℓ	(4.65	pt.-US)
です。

逆向き取り付けの場合
ご注文時に、逆向き取り付け(ベースが
上にくる取り付け方)のご指定があった
場合、下の表に従って適量のオイルを充
填し、「Factoryfilledwithadditional
oilforinverteduse(逆向き取り付け用
にオイル補充済み)」のラベルを貼付致
します。ご注文時にご指定頂いていない
ものの、現場にて逆向きに取り付ける場
合は、取り付ける前に、本体上部のオイ
ルプラグを使用してオイルを補充して下
さい。補充するオイルの量は、下の表に
記載しております。
オイルプラグの場所につきましては、セ
クション1.1をご参照下さい。

逆向き取り付け時のオイル量:

アクチュエータサイズ 逆向き取り付け時のオ
イル量	ℓ(pt.-US)

オイル補充量
ℓ(pt.-US)

IQ10, 12, 18 1.25 (2.64) 0.0 (0.0)

IQ19, 20, 25 1.90 (4.0)* 0.0 (0.0)

IQ35 2.75 (5.81) 0.35 (0.74)

IQ40, 70, 90, 91, 95 5.7 (12.04) 2.0 (4.23)
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	IQのカバーチューブ
カバーチューブをご自身でご用意される
場合は、下の表に記載の質量及びモーメ
ントを超えないようにして下さい。

用途に適した材料を使用しており、環境
条件に適した仕上げ・保護が施されて
いるものを使用して下さい。

重量、長さ、風等の影響により、カバー
チューブが表中のパラメータを超える場
合は、適切な措置を講じて下さい。

フレームサイズ 最大質量
(kg)

最大質量
(lbs)

最大モーメント*	
(Nm)

最大モーメント*	
(lbf.ft)

IQ10 – IQ18 5 11 305 225

IQ19 – IQ25 11 24.3 690 509

IQ35 17 37.5 955 704

IQ40 – IQ95 17 37.5 955 704

*モーメントは、カバーチューブのボルト
の取り付けPCDの中心付近で測定して
います。

12.	 IQの規格適合情報

アクチュエータの規格適合情報につき
ましては、各ユニットの銘板をご参照下
さい。

欧州	–防爆区域

ATEX (2014/34/EU) II 2 GD c
Ex d IIB T4 Gb
Ex tb IIIC T120°C Db, IP66 & IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

Ex d IIC T4 Gb
Ex tb IIIC T120°C Db, IP66 & IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

Ex de IIB T4 Gb
Ex tb IIIC T120°C Db, IP66 & IP68
温度：-20～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

Ex de IIC T4 Gb
Ex tb IIIC T120°C Db, IP66 & IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)
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国際規格	–	防爆区域

IECEx. IEC60079-0 & IEC600679-1
Ex d IIB T4 Gb
Ex tb IIIC T120°C Db, IP66 & IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

Ex d IIC T4 Gb
Ex tb IIIC T120°C Db, IP66 & IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション-50°C～+70°C(-58°F～+158°F)

Ex de IIB T4 Gb
Ex tb IIIC T120°C Db, IP66 & IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション-50°C～+70°C(-58°F～+158°F)

Ex de IIB T4 Gb
Ex tb IIIC T120°C Db, IP66 & IP68
温度：-20°C～+70°C(-4°F～+158°F)
*オプション：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+70°C(-58°F～+158°F)

米国	–	防爆区域	

FM - 防爆(米国電気工事規程第500条に
準ずる)
Class I, Division 1, Groups C & D
Class II, Division 1, Groups E, F & G
温度：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

Class I, Division 1, Groups B, C & D
Class II, Division 1, Groups E, F & G
温度：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

カナダ	–	防爆区域	

防爆(CSA規格 C22.2 No 30に準ずる)
Class I, Division 1, Groups C & D
Class II, Division 1, Groups E, F & G
温度：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

Class I, Division 1, Groups B, C & D
Class II, Division 1, Groups E, F & G
温度：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

国際規格(非防爆)	

防水, BS EN60529
IP66 & IP68,(水深20mで10日間).
温度：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

米国	–	非防爆	

NEMA タイプ4 & 6
温度：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

カナダ	–	非防爆	

NEMA タイプ4 & 6
温度：-30°C～+70°C(-22°F～+158°F)
*オプション：-40°C～+70°C(-40°F～+158°F)
*オプション：-50°C～+40°C(-58°F～+104°F)

上記以外の国家規格に準拠したアクチ
ュエータを提供することも可能です。詳
細は、ロトルクまでお問い合せ下さい。
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13.	 ヒューズ

FS1=BussmanTDC11(変圧器のタイプ
ごとに定格電流は異なります。変圧器
のタイプにつきましてはアクチュエータ
の回路図をご参照下さい。)
Type1=250mA耐サージ
Type2=250mA耐サージ
Type3=150mA耐サージ

FS2(ATEXユニットのみ)
BussmanTDS500-100mAクイックブ
ローまたはLittelFuse217-100mAクイ
ックブロー

14.	 震動、衝撃、騒音

標準仕様のアクチュエータは、震動や衝
撃が下の表の数値を超えない場所で使
用することができます。

タイプ レベル

プラントによ
る震動

10～1000Hzの周波数の範囲内
における震動の合計値が1grms

衝撃 ピーク時の加速度が5g

地震
周波数1～50Hzの範囲で加速度
2g（イベントの最中またはイベン
ト後に操作する場合）

騒音
1mの距離から発した騒音が
65db(A)を超えないこと(第三者
機関の試験による

15.	 安全使用条件

電磁両立性(EMC)
本機器は産業用電磁環境での使用を目
的としています。

15.1	 ATEX及びIECExアクチュエータの
ねじ

ねじ使用箇所 ねじサイズ ねじの長さ アクチュエータの種類及び大きさ

電池カバー M40x1.5 10.00 全種類全サイズ

ケーブル挿入部
M25x1.5 20.00 全種類全サイズ
M40x1.5 20.00 全種類全サイズ
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15.2	耐圧防爆部の最大嵌め合い公差(ATEX及びIECEx適合アクチュエータの場合)

耐圧防爆構造の接合部 最大公差(mm) 最小公差(mm) アクチュエータの種類及びサイズ

モータカバー/ギアケース 0.15 25.00 IQ10, IQ12, IQ18, IQ19, IQ20, IQ25, IQ35, IQM10, IQM12, IQM20, IQM25, IQS12, IQS20, IQS35, IQ40, IQ70, IQ90, IQ91, IQ95

ウォームシャフトシュラウド/ギアケース 0.05

35.00 IQ10, IQ12, IQ18, IQM10, IQM12, IQS12

38.00 IQ19, IQ20, IQ25, IQM20, IQM25, IQS20

35.00 IQ35, IQS35

ウォームシャフトシュラウド/ギアケース -0.04/0.00 49.75 IQ40, IQ70, IQ90, IQ91, IQ95

ウォームシャフト/ウォームシャフトシュラウド 0.24

26.00 IQ10, IQ12, IQ18, IQM10, IQM12, IQS12

26.00 IQ19, IQ20, IQ25, IQM20, IQM25, IQS20

27.00 IQ35, IQS35

ウォームシャフト/ウォームシャフトシュラウド 0.25 49.75 IQ40, IQ70, IQ90, IQ91, IQ95

端子台(IIB)　 0.20 27.00 全種類全サイズ
端子台(IIC) 0.115 27.00 全種類全サイズ

端子カバー/ギアケース 0.15 27.00 全種類全サイズ
電気部カバー/ギアケース 0.15 26.00 全種類全サイズ

エンコーダシャフト/エンコーダシャフトブッシュ 0.08 27.00 全種類全サイズ
エンコーダシャフトブッシュ/ギアケース 0.07 25.00 全種類全サイズ

モータのワイヤーハーネス/ギアケース 0.15
28.75 IQ10, IQ12, IQ18, IQ19, IQ20, IQ25, IQ35, IQM10, IQM12, IQM20, IQM25, IQS12, IQS20, IQS35

33.25 IQ40, IQ70, IQ90, IQ91, IQ95

DCモータアダプタ/ギアケース 0.15 25.00 IQD10, IQD12, IQD18, IQD20, IQD25

DCモータカバー/DCモータのカバーアダプタ 0.15 12.50 IQD10, IQD12, IQD18, IQD20, IQD25

注：表中の-(マイナス)数値は締まり嵌めを表しています。
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〒869-1108
熊本県菊池郡菊陽町
光の森7-52-3-C
tel  096-233-3391
fax  096-233-3392

ロトルクジャパン株式会社
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